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　　ヒ トにお け る反応変動 性の 分析

　　　lag ス ケジ ュ
ー

ル を用い て

　　　　　本田義尚 ・佐藤方哉

　　　　　 （帝京大学文学部）

キ
ーワー ド ： 反応変動性、lagス ケジ ュ

ール

目的 ：行動の 変動性 自体をひ とつ の オペ ラ ン トとみ

なし、以前と異な る反応系列 を強化す る異系列強化

ス ケジ ュ
ー

ル 、以前と同 じ反応系列 を強化す る同系

列強化ス ケジ ュ
ー

ル 、独立的に強化する独立強化 ス

ケジ ュ
ー

ル 、全 く強化 しない 消去 ス ケ ジ ュ
ール とい

う 4 つ の 条件で行動の変動性 を分析 した 。

方法 ：

被験者　20 代大学生 　10名 （男性 4 名 、 女性 6 名）

実験装置　パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

を用 い MS ・

Dos モ
ー

ドで実行。

手続 ：有効反応キ ー
は 4 個 （「s」

・「g」・rk」・「：．D 。

L試行 （系列）の長 さは 4 反応 。 参照範囲 （lag）は

10。 1 セ ッ シ ョ ン 100 試行 。

第 1 日は、第 1 セ ッ シ ョ ン 異系列強化、第 2 セ ッ シ

ョ ン 同系列強化、第 3セ ッ シ ョ ン 独立強化 （強化確

率 50％）、第 4 セ ツ シ ョ ン 消去。セ ソ シ ョ ン の 問に

2〜3 分問 の 休憩を挿入。

第 2 日　（第 1 日よ り約 1週間後）は、第 1 セ ソ シ ョ

ン 異系列強化、第 2セ ッ シ ョ ン 同系列強化、第 3 セ

ッ シ ョ ン 独立強化 （強化確率 50％）。

　実験開始前に、パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ
ーの前に

被験 者を座 らせ 、反応 キ
ーを指示 し、『キ ー

は 、

fs」・「g」
・「k」

・「：」 の 4 つ です。4 つ の SftF．nを組

み合わせ る事に よっ て 得点が入 ります 。 あなたは こ

こ で様 々 な組み合せ を入力 して なるべ く高い 得点を

得て くだ さい。注意点 と して キ
ー

は押 しつ づ けない

こ と、早い速度で キ
ー

を押 さな い こ と、反応は両手

で 行 う、後は画面 の 指示 に した が っ て くだ さい。』と

教示 した 。

結果 ：

　 （1 ） 異系列数 の 推移 ：異系列数が
、 第 1 セ ッ シ

ョ ン よ り第 2 セ ッ シ ョ ン で 増加 し、第 2 セ ッ シ ョ ン

よ り第 3 セ ッ シ ョ ン で 減少 し、第 3 セ ッ シ ョ ン よ り

第 4 セ ッ シ ョ ン で増加する とい う推移を第 1 日、第

2 日ともに示 したの は被験者 2・4 ・7・9 の 4 名で あ

っ た。これ を本実験にお ける典型推移とし た。第 1

セ ッ シ ョ ン より第 2 セ ッ シ ョ ン で 減少 し、第 2 セ ソ

シ ョ ン よ り第 3セ ッ シ ョ ン で滅少 し、第 3セ ッ シ ョ

ン よ り第 4 セ ッ シ ョ ン で減少す る とい う推移を第 1

日、 第 2 日ともに示 した の は被験者 3・6 の 2名であ

っ た 。 第 1セ ソ シ ョ ン よ り第 2 セ ッ シ ョ ン で減少 し、

第 2 セ ッ シ ョ ン より第 3 セ ッ シ ョ ン で増加 し、第 3

セ ッ シ ョ ン よ り第 4 セ ソ シ ョ ン で増加するとい う推

移 を第 1 日、第 2 口 ともに示 した の は被験者 5 の 1

名 で あ っ た 。 第 玉セ ッ シ ョ ン よ り第 2 セ ッ シ ョ ン で

増加 し、第 2 セ ッ シ ョ ン よ り第 3セ ッ シ ョ ン で 増加

し、第 3 セ ッ シ ョ ン よ り第 4 セ ッ シ ョ ン で 増加す る

とい う推移を第 1 目、第 2 日ともに示 したの は被験

者 10 の 1 名で あ っ た。第 1 日は第 1 セ ッ シ ョ ン よ り

第 2 セ ッ シ ョ ン で 減少 し、第 2 セ ッ シ ョ ン よ り第 3

セ ッ シ ョ ン で 増加 し、第 3 セ ッ シ ョ ン よ り第 4 セ ッ

シ ョ ン で 増加 し、第 2H にお い ては第 1セ ッ シ ョ ン

よ り第 2 セ ソ シ ョ ン で増加 し、第 2 セ ソ シ ョ ン よ り

第 3 セ ッ シ ョ ン で 減少するとい う推移を示 した の は

被験者 1、8 の 2名で あ っ た 。 （図 1 と 2 参照）

　 （2 ） 4 反応 キ
ー

の 使用頻度 ：第 1 日にお い て各

セ ッ シ ョ ン 初期の 試行 でキ
ー

を 4 つ 組み合せて い た

の は被験者 4 、8 の 2 名であっ たが、こ の 2 名 とも

60 試行あたりか ら反応キーが 3 ／
）か ら 2 つ に集中

する の がみ られた。第 2 日に お い て も使用頻度は第

1 日同様 の 推移がみ られた 。 第 1 日の 初期試行時に

お い て ・1セ ッ シ ョ ン 中3 つ の セ ッ シ ョ ン で 反応キー

を 4 つ 使 っ た の は被験者 2 、 6 、 7 、9 の 4 名で あ

っ た が 、こ の 4 名 と も 50 試行 口あた り か ら 3 つ か

2 つ に偏る 傾 向が み られ、第 2 日にお い て は 全般的

に 3 つ か ら 2 つ の み使 う傾向がみ られた。第 ／ 日 の
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初期試行時に お い て 4セ ッ シ ョ ン 中 2 つ の セ ッ シ ョ

ン で反応 キーを 4 つ 使 っ た の は被験者 1 ， 3 の 2 名

で あ っ た 。 第 1 日 に反応キ
ー

を 4 つ 使 うこ との 殆 ど

なか っ たの は被験者 5 、10の 2名 で あっ た 。 こ の 2

名は第 2 日にお い て も初期試行時に 4 つ 組 み合わせ

た系列がある程度み られ たが、そ の 後は全般的に 2

つ か ら 3 つ に集約 されてい くとい っ た傾向がみ られ

た。

考察

　被験者 10名の 異系列数の推移が なぜ 5つ の 傾向に

分かれた の で あろ うか。そ の要因に反応キー一の 使用

頻度が挙げられ る。第 1 日 にお い て反応キ
ー

を概ね

4 っ か ら 3っ に集中して しま う被験者は典型傾向の

推移がみ られ たが 、 下降推移傾向の 被験者 3 や被験

者 5 は使用 して い る反応キ
ーが少数に集中 して い る

わけで はなく 4 セ ッ シ ョ ン 中初期試行時に 4 つ キー

を使 っ て い るセ ッ シ ョ ン が 3セ ッ シ ョ ン あ り、異な

る系列 の数がセ ッ シ ョ ン を重ねる毎に増加せず下降

推移 をみせ て い た 。 逆に上昇推移 をみせ て い る被験

者 8や被験者 10は反応キーが各セ ッ シ ョ ン で 4っ か

ら 3 つ や 2 っ に集中して い くの で はな く全般的に 3

つ か 2 つ し刺 吏っ て い ない とい う傾 向にあ っ た 。 異

系列 、同系列 にて上昇傾向にある被験者 1 は第 1 日

の実験にお い て誤反応 ee−一の数が多か っ た事か ら、

反応キーが第 1 日 に おい て は異系列、同系列に て 4

つ 使われ て い な い
。 また被験者 5 の 推移が被験者 5

の みな の は 、被験者 5 が 10 名 の 中 で最も 4 つ キ
ー

を

使 っ て 反応 して お らず、全般的に 3 つ か ら 2 っ の キ

ー
の み使 っ て反応 し て い た ため で あろ う。

　 こ の よ うに反応 キ
ー

の 使用 頻度 に よ っ て 異な る

系列数 の 推移が 5 つ に分 け られ る の は
一定条件下に

お い て反応キ
ー

の 使用頻度 の 偏 りが被験者 の 個人差

と し て 異なる系列 の 推移に現れて い た とい えよう。
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図 1 ：第 1 目 にお ける異系列数の 推移
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図 2 ：第 2 日 に おける異 系列数 の 推移
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